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地元住民・観光客

太鼓、踊り、餅つき、餅投げ、ツルの羽数当てクイズ表彰等のイベン
ト開催

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）
イベントを通してツル渡来地周辺自治会間の連携・連帯感を深める。

ツルへの高病原性鳥インフ
ルエンザ発生に伴い中止。

（主催）
荒崎・潟・荘上・荘下・古
浜・蕨島自治会、出水市、
荒崎ツル保護観光グループ
（事業内容）
太鼓、踊り、餅つき、餅投
げ、ツルの羽数当てクイズ
表彰
（開催日）
３月第１日曜日

（主催）
荒崎・潟・荘上・荘下・古
浜・蕨島自治会、出水市、
荒崎ツル保護観光グループ
（事業内容）
太鼓、踊り、餅つき、餅投
げ、ツルの羽数当てクイズ
表彰
（開催日）
３月第１日曜日

（主催）
荒崎・潟・荘上・荘下・古
浜・蕨島自治会、出水市、
荒崎ツル保護観光グループ
（事業内容）
太鼓、踊り、餅つき、餅投
げ、ツルの羽数当てクイズ
表彰
（開催日）
３月第１日曜日

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）
　ツル北帰行の遙かな旅立ちを地元住民を中心として応援することで、ツルのふるさととしての荘地区の連帯と観
光客との触れ合いを図る。

３　事務事業の概要

H22年度の事業概要
H23年度の

事業概要・計画
H24年度の事業計画 H25年度の事業計画

出水地域（観光事業費） 01 07 01 03 005

根拠法令・条例、関連計画等
　予算細々目名 会計 款 項 目 細目

総合計画上の
位置付け

基本方針 観光の振興

施　　策 観光資源の活用

細 施 策 観光資源の整備・活用

151

事務事業名 荘地区ツルを送るフェスティバル実行委員会負担金 事業期間 平成 18 年度 平成 年度

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 産業振興部 課等名 観光交流課 記入者名 田口　保 内線



077

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

二次評価と同様に継続とする。

ツル渡来地である荘地区住民の連携及び連帯感の形成のため継続とす
る。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

ツル保護に対する荘地区住民の連携及び連帯感を図ることや、ツル観光
客とのふれあいを図るため継続とする。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

他市町村での実施はない。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

□ は　い 理由

受益者負担なし
□ いいえ

な　い 理由

同時期に行う類似事業はない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

　実行委員会への負担金であり、現在のところコスト削減の余地はないが、事業及び決算
報告のチェックは行っていく。□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■

あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

観光地であるツル渡来地の周辺住民の方々の連携・連帯感を深めることは、観光行政を行っていく
うえで重要である。□ な　い

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

■ な　い 理由

本事業の趣旨は、ツル渡来地周辺自治会等の連携・連帯感を深めることが目的であり、ツル観光客
の増に結び付けるのは難しい。□ 

220,000 28 250,000

②

成
果
指
標

① ツル観光客数 人 75,000 200,000 210,000

②

活
動
指
標

①

25年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
22年度 23年度 24年度


